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第232号
第42即応機動連隊

　

連
隊
（
連
隊
長　

後
藤
１
佐
）
は
、
８
月
24
日
（
水
）
か
ら
８
月
31
日
（
水
）

ま
で
の
間
、
北
熊
本
駐
屯
地
及
び
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
、
令
和
４
年
度
第

２
次
師
団
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

　

８
月
24
日
、
隊
員
は
、
第
３
種
非
常
呼
集
に
よ
り
緊
急
登
庁
。
速
や
か
な
応
急

出
動
準
備
を
実
施
。
即
応
展
開
に
任
ず
る
先
遣
指
揮
群
、
増
強
第
２
中
隊
（
中
隊

長　

山
田
３
佐
）
は
空
中
及
び
陸
上
機
動
に
よ
り
日
出
生
台
演
習
場
へ
展
開
。
連

隊
主
力
は
、
そ
の
掩
護
下
に
機
動
展
開
を
実
施
し
た
。

　

増
強
第
２
中
隊
は
、
重
要
防
護
施
設
の
警
備
に
あ
た
り
、
不
法
行
動
対
処
を
実

施
し
た
。

　

連
隊
主
力
は
、
機
動
展
開
後
、
速
や
か
に
作
戦
地
域
を
安
全
化
、
対
着
上
陸
戦

闘
準
備
に
着
手
し
た
。

　

対
着
上
陸
戦
闘
に
お
い
て
は
、
前
方
地
域
に
お
い
て
機
動
戦
闘
車
隊
、
対
戦
車

小
隊
に
よ
る
対
機
甲
戦
闘
に
よ
り
侵
攻
す
る
敵
を
遅
滞
、
引
き
続
き
、
16
式
機
動

戦
闘
車
、
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｃ
に
よ
る
機
動
的
な
防
御
戦
闘
を
実
施
し
た
。

　

8
月
24
日
か
ら
８
月
31
日
の
間
に
実
施
さ

れ
た
第
2
次
師
団
訓
練
検
閲
に
小
銃
小
隊
長

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
検
閲
は
、
自
分
が
経
験
し
た
中
で
最
も
長

期
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
小
隊
に
付
与
さ
れ

た
任
務
も
多
様
で
あ
っ
た
た
め
、
小
隊
長
と
し

て
戦
闘
間
絶
え
ず
小
隊
を
指
揮
し
、
最
後
ま
で

共
に
戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き
る
か
不
安
で
し

た
。
し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
小
隊
員
が
支

え
て
く
れ
た
お
陰
で
本
検
閲
を
乗
り
切
る
こ

と
が
で
き
、
改
め
て
小
隊
員
が
共
に
戦
い
、
命

を
預
け
ら
れ
る
「
仲
間
」
で
あ
る
こ
と
を
痛
感

し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
本
検
閲
ま
で
に
至
る
訓

練
等
を
通
じ
て
、
小
隊
に
与
え
ら
れ
た
任
務
を

達
成
す
る
こ
と
が
で
き
、
小
隊
と
し
て
、
そ
し

て
小
隊
長
と
し
て
任
務
遂
行
能
力
が
向
上
で

き
た
と
感
じ
て
お
り
、
自
分
に
と
っ
て
一
生
忘

れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

女
性
幹
部
自
衛
官
が
第
一
線
の
小
銃
小
隊

長
と
し
て
小
隊
を
指
揮
す
る
こ
と
は
、
体
力
面

や
衛
生
面
で
負
担
が
大
き
い
と
感
じ
る
方
も

多
い
と
思
い
ま
す
が
、
必
ず
支
え
て
く
れ
る
仲

間
が
お
り
、
大
変
や
り
が
い
の
あ
る
職
務
で
あ

る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
興
味
が
あ
る

方
は
第
一
線
で
戦
う
小
隊
長
と
い
う
職
務
に

も
視
野
を
広
げ
て
頂
け
れ
ば
、
幸
い
で
す
。

第２次師団訓練検閲　受閲

女性自衛官活躍！　
小銃小隊長として第一線で指揮！

３
中
隊　

３
尉　

山
本　

麗

普戦協同による逆襲時の戦闘普戦協同による逆襲時の戦闘

緊急登庁緊急登庁

弾薬交付弾薬交付

空中機動空中機動

中距離多目的誘導弾中距離多目的誘導弾 ９３式近距離地対空誘導弾９３式近距離地対空誘導弾 機動的な防御戦闘機動的な防御戦闘

対徒歩兵戦闘対徒歩兵戦闘

対機甲戦闘対機甲戦闘

火力戦闘火力戦闘

不法行動対処不法行動対処

防御構想示達防御構想示達

陣地構築陣地構築

陣地構築陣地構築

10 式戦車との協同連携10 式戦車との協同連携
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連
隊
は
、
７
月
10
日
（
日
）
か
ら
15
日
（
金
）
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習
場
に
お
い

て
、
防
衛
警
備
事
態
に
お
け
る
部
隊
運
用
に
基
づ
き
、
第
２
次
中
隊
等
訓
練
検
閲
を
実
施

し
、
機
動
戦
闘
車
隊
（
隊
長　

加
賀
谷
２
佐
）、
第
１
中
隊
（
中
隊
長　

品
川
３
佐
）
及

び
施
設
小
隊
（
小
隊
長　

家
永
２
尉
）
の
任
務
遂
行
能
力
を
評
価
し
、
じ
後
の
進
歩
向
上

を
促
す
と
と
も
に
、
当
該
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

　

受
閲
部
隊
は
、
機
動
展
開
後
、
連
隊
防
御
構
想
に
基
づ
き
速
や
か
に
防
御
準
備
に
着
手
、

不
断
の
警
戒
監
視
に
よ
る
警
戒
態
勢
を
確
立
し
、
残
存
性
を
保
持
し
た
陣
地
構
築
及
び
障

害
を
構
成
し
た
。

　

昼
夜
間
の
防
御
戦
闘
に
お
い
て
は
、
Ｍ
Ｃ
Ｖ
・
Ｗ
Ａ
Ｐ
Ｃ
の
普
戦
協
同
に
よ
る
防
御
戦

闘
を
実
施
。
機
動
戦
闘
車
隊
の
戦
闘
に
連
携
し
た
主
戦
闘
地
域
に
お
け
る
第
１
中
隊
と
の

機
動
的
及
び
流
動
的
な
防
御
戦
闘
に
よ
り
、数
次
に
わ
た
る
敵
の
波
状
攻
撃
を
阻
止
し
て
、

所
望
の
時
期
ま
で
敵
を
遅
滞
し
た
。

　

こ
の
間
、
施
設
小
隊
は
、
昼
夜
間
に
お
け
る
継
続
的
な
築
城
支
援
、
障
害
及
び
地
雷
原

の
構
成
を
実
施
し
、
連
隊
の
任
務
達
成
に
寄
与
し
た
。

　

連
隊
は
、
７
月
22
日
（
金
）
か
ら
25

日
（
月
）
ま
で
の
間
、
日
出
生
台
演
習

場
に
お
い
て
総
合
戦
闘
射
撃
訓
練
を
実

施
し
た
。

　

シ
ス
テ
ム
を
最
大
限
に
活
用
し
た
戦

闘
行
動
及
び
指
揮
幕
僚
活
動
、
16
式
機

動
戦
闘
車
と
96
式
装
輪
装
甲
車
の
機
動

的
な
戦
闘
及
び
夜
間
射
撃
能
力
を
は
じ

め
と
す
る
任
務
遂
行
能
力
の
向
上
を

図
っ
た
。

機
動
戦
闘
車
隊
・
第
１
中
隊
・

施
設
小
隊　
検
閲

検
閲
を
終
え
て

総
合
戦
闘
射
撃

遊　撃遊　撃

機動打撃機動打撃

中隊等との連携中隊等との連携

不断の警戒・監視不断の警戒・監視

防御戦闘防御戦闘

掩体構築掩体構築

１６式機動戦闘車による小隊射撃 １６式機動戦闘車による小隊射撃 

機関銃機関銃40mm 自動てき弾40mm 自動てき弾１２０Ｍ１２０Ｍ

狙撃銃狙撃銃照明弾下での射撃照明弾下での射撃８４ｍｍ無反動砲８４ｍｍ無反動砲

（
機
動
戦
闘
車
隊
）

（
第
１
中
隊
）

（
施
設
小
隊
）

　

私
は
今
回
の
隊
検
閲
に
、
機
動
戦

闘
車
装
填
手
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
中
で
自
分
の
役
割
を
理
解

し
、
任
務
達
成
を
意
識
し
た
行
動
を

心
が
け
、
入
隊
当
初
の
自
分
と
比
べ

て
想
像
で
き
な
い
位
に
成
長
出
来
た

と
思
い
ま
す
。

機
動
戦
闘
車
隊　

１
中
隊　

陸
士
長　

野
村 

智
香　
　

　

今
回
、
初
め
て
中
隊
検
閲
に
参
加

し
て
解
ら
な
い
こ
と
や
慣
れ
て
い
な

い
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
今
後
は

先
輩
方
か
ら
ご
指
導
を
頂
き
な
が
ら

早
く
慣
れ
て
、
解
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
克
服
し
て
い

き
た
い
で
す
。 １

中
隊

陸
士
長　

下
坂 

空
羅

　

今
検
閲
で
は
、
小
隊
長
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

　

防
御
準
備
の
際
、
経
路
及
び
障
害

等
を
掌
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。　

　

今
後
は
、
必
要
な
情
報
等
は
先
験

的
に
掌
握
し
、
行
動
で
き
る
よ
う
に

な
り
た
い
で
す
。

本
部
管
理
中
隊　

施
設
小
隊

　

陸
士
長　

東 
憲
史
郎
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連
隊
（
担
任
官　

火
力

支
援
中
隊
長　

田
中
１
尉
）

は
、
９
月
16
日
（
金
）
か

ら
20
日
（
火
）
ま
で
の
間
、

北
熊
本
駐
屯
地
に
お
い
て
、

予
備
自
衛
官
に
対
し
て
招

集
訓
練
を
実
施
し
た
。

　

こ
の
間
、
体
力
検
定
、
射

撃
検
定
及
び
ガ
ン
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
等
を
実
施
し
、
予

備
自
衛
官
と
し
て
の
資
質

の
涵
養
（
か
ん
よ
う
）
及

び
識
能
の
維
持
を
図
っ
た
。

連
隊
本
部

２
佐　

櫻
井　

徹	
（
東
部
方
面
総
監
部	

朝　

霞
へ
）

３
佐　

瀧
上
浩
児	
（
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部	

熊　

本
へ
）

３
佐　

中
尾
大
介	
（
西
部
方
面
総
監
部	

健　

軍
へ
）

３
佐　

岡
田
拓
也	

（
富
士
学
校	

富　

士
へ
）

１
尉　

森
田
英
明	

（
幹
部
候
補
生
学
校	

前
川
原
へ
）

１
尉　

川
根
隆
志	

（
富
士
学
校	

富　

士
へ
）

本
部
管
理
中
隊

准
尉　

中
村　

勝	

（
第
８
師
団
司
令
部
付
隊	

北
熊
本
へ
）

曹
長　

林
田
光
太
郎	

（
第
８
師
団
司
令
部
付
隊	

北
熊
本
へ
）

曹
長　

谷
口
和
智	

（
北
熊
本
駐
屯
地
業
務
隊	

北
熊
本
へ
）

曹
長　

榎
谷
利
信	

（
健
軍
駐
屯
地
業
務
隊	
健　

軍
へ
）

曹
長　

山
田
洋
治	

（
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部	
熊　

本
へ
）

１
曹　

平
賀
真
一	

（
第
43
普
通
科
連
隊	
都　

城
へ
）

１
曹　

清
田
幸
重	

（
第
37
普
通
科
連
隊	

信
太
山
へ
）

１
曹　

三
浦
昭
一	

（
第
８
後
方
支
援
連
隊	

北
熊
本
へ
）

２
曹　

入
口
栄
二	

（
第
25
普
通
科
連
隊	

遠　

軽
へ
）

２
曹　

小
野　

唯	

（
第
14
後
方
支
援
連
隊	

善
通
寺
へ
）

２
曹　

稲
木
貴
大	

（
中
央
業
務
支
援
隊	

市
ヶ
谷
へ
）

２
曹　

松
本
健
吉	

（
西
部
方
面
総
監
部
付
隊	

健　

軍
へ
）

３
曹　

中
仮
屋
勝	

（
第
15
即
応
機
動
連
隊	

善
通
寺
へ
）

第
１
中
隊

２
曹　

清
水
直
也	

（
普
通
科
教
導
連
隊	

滝
ヶ
原
へ
）

３
曹　

上
野
晧
平	

（
第
14
普
通
科
連
隊	

金　

沢
へ
）

第
２
中
隊

３
曹　

中
村
元
軌	

（
第
３
即
応
機
動
連
隊	

名　

寄
へ
）

３
曹　

河
野　

巧	

（
第
15
即
応
機
動
連
隊	

善
通
寺
へ
）

３
曹　

工
藤
大
輝	

（
宮
古
警
備
隊	

宮
古
島
へ
）

第
３
中
隊

３
佐　

冨
永
彬
信	

（
陸
上
幕
僚
監
部	

市
ヶ
谷
へ
）

３
曹　

小
林　

旭	

（
第
32
普
通
科
連
隊	

　

大
宮
へ
）

３
曹　

山
下
晃
弥	

（
第
２
水
陸
機
動
連
隊	

相　

浦
へ
）

３
曹　

山
下
賢
征	

（
西
部
方
面
情
報
隊	

与
那
国
へ
）

士
長　

尾
越
一
将	

（
第
３
０
３
保
安
中
隊	

健　

軍
へ
）

機
動
戦
闘
車
隊

本
部３

佐　

松
山
卓
資	

（
教
育
訓
練
研
究
本
部	

目　

黒
へ
）

付
隊２

曹　

川
上
明
訓	

（
第
８
師
団
司
令
部
付
隊	

北
熊
本
へ
）

第
２
中
隊

１
曹　

石
川
雅
裕	

（
機
甲
教
導
連
隊	

駒　

門
へ
）

３
曹　

山
下
真
人	

（
西
部
方
面
戦
車
隊	

玖　

珠
へ
）

火
力
支
援
中
隊

３
曹　

永
田　

匠	

（
第
２
特
科
連
隊	

旭　

川
へ
）

３
曹　

大
窪
大
輔	

（
第
15
即
応
機
動
連
隊	

善
通
寺
へ
）

連
隊
本
部
へ

３
佐　

道
喜
敬
司	

（
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部	

熊　

本
か
ら
）

３
佐　

川
路
隆
之	

（
統
合
幕
僚
監
部	

市
ヶ
谷
か
ら
）

３
佐　

三
宮　

高	

（
富
士
学
校	

富　

士
か
ら
）

１
尉　

岩
本
英
次	

（
訓
練
評
価
支
援
隊	

北
千
歳
か
ら
）

１
尉　

福
留
寛
史	

（
九
州
補
給
処	

目
達
原
か
ら
）

１
尉　

横
山
大
地	

（
富
士
学
校	

富　

士
か
ら
）

本
部
管
理
中
隊
へ

曹
長　

和
久
田
一
貴	

（
第
36
普
通
科
連
隊	

伊　

丹
か
ら
）

曹
長　

香
取
直
樹	

（
第
１
後
方
支
援
連
隊	

練　

馬
か
ら
）

１
曹　

吉
原
裕
次
郎	

（
奄
美
警
備
隊	

奄　

美
か
ら
）

２
曹　

池
田
洋
介	

（
第
８
後
方
支
援
連
隊	

北
熊
本
か
ら
）

３
曹　

加
藤　

健	

（
普
通
科
教
導
連
隊	

滝
ヶ
原
か
ら
）

３
曹　

古
賀
健
太	

（
部
隊
訓
練
評
価
隊	

北
富
士
か
ら
）

第
１
中
隊
へ

３
曹　

内
藤
伊
織	

（
第
２
水
陸
機
動
連
隊	

相　

浦
か
ら
）

第
２
中
隊
へ

２
曹　

太
原
勝
也	

（
第
33
普
通
科
連
隊	

久　

居
か
ら
）

第
３
中
隊
へ

３
佐　

石
村
昭
平	

（
陸
上
幕
僚
監
部	

市
ヶ
谷
か
ら
）

３
曹　

宮
川
貢
士
郎	

（
第
32
普
通
科
連
隊	

大　

宮
か
ら
）

３
曹　

山
部
達
磨	
（
第
14
普
通
科
連
隊	

金　

沢
か
ら
）

機
動
戦
闘
車
隊

本
部
へ

３
佐　

中
村
寿
孝	

（
機
甲
教
導
連
隊	

駒　

門
か
ら
）

第
２
中
隊
へ

２
曹　

松
村
健
吾	

（
機
甲
教
導
連
隊	

駒　

門
か
ら
）

火
力
支
援
中
隊
へ

１
曹　

渡
邉
勝
也	

（
自
衛
隊
地
方
協
力
本
部	

熊　

本
か
ら
）

３
曹　

堀
佑
太
朗	

（
第
３
特
科
隊	
姫　

路
か
ら
）

３
曹　

濵
田
陽
一	

（
第
１
空
挺
団
特
科
大
隊	
習
志
野
か
ら
）

転　
出

転　
入

株式会社トーヤハウス 
新築・リフォーム/リノベーション・不動産

家族が「健康的で幸せな暮らし」ができる
家づくりをご提案します。
〒861-2101 
熊本市東区桜木 2丁目 16-16 
E-mail:urabe-fumiaki@toya-house.co.jp 
TEL 096-367-8787 FAX 096-365-4187 
自衛隊担当 営業　吉井 正幸   080-4425-5479 加 藤  幸  治

ガンハンドリングガンハンドリング

拳銃射撃拳銃射撃小銃射撃小銃射撃体力検定体力検定

着任　本部管理中隊長
１等陸尉

岩本　英次

着任　第３中隊長
３等陸佐

石村　昭平

令
和
４
年
度
前
期
定
期
異
動

予備自衛官招集訓練定
年
退
官
者
紹
介

本
部
管
理
中
隊

陸
曹
長

木
村　

賢
二

第
２
中
隊

陸
曹
長

堀
田　

美
紀
浩

第
３
中
隊

陸
曹
長

福
田　

桂
二

第
１
中
隊

准
陸
尉

小
島　

裕
一

Ｒ４．７．１０付Ｒ４．７．３１付Ｒ４．８．９付Ｒ４．８．２０付
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第
１
中
隊

　

内
藤
３
曹　

仙　

議
く
ん

　

馬
場
士
長　

凪
々
斗
く
ん

第
２
中
隊

　

後
藤
３
曹　

玄
虎
く
ん

機
動
戦
闘
車
隊
本
部
付
隊

　

南　

３
曹　

葵
仁
く
ん

機
動
戦
闘
車
隊
第
１
中
隊

　

鍛
冶
屋
３
曹　

緒
杜
さ
ん

　

加　

藤
３
曹　

紅
羽
さ
ん

第
２
中
隊

　

橋
倉
３
曹　

桃
葉
さ
ん

　

渡
辺
１
士　

 

蘭 

さ
ん

火
力
支
援
中
隊

　

稲
村
３
曹　

香
織
さ
ん

　

機
動
戦
闘
車
隊
は
、
９
月
７
日
（
水
）
か
ら
10
日
（
土
）
ま
で
の
間
、
令
和
４
年
度
機
動
戦
闘
車
隊
射
撃
競
技
会
を
実
施
し
て
、

16
式
機
動
戦
闘
車
の
射
撃
能
力
の
向
上
、
部
隊
の
団
結
の
強
化
及
び
士
気
の
高
揚
を
図
っ
た
。

　

競
技
会
は
、躍
進
射
、行
進
射
及
び
停
止
射
の
一
連
の
状
況
に
お
け
る
、小
隊
戦
闘
射
撃
を
実
施
。
迅
速
か
つ
正
確
な
射
撃
、警
戒
、

機
動
及
び
射
撃
時
に
お
け
る
小
隊
内
の
相
互
連
携
要
領
、
撃
破
状
況
に
お
け
る
火
力
の
分
火
・
集
中
を
主
要
演
練
項
目
と
し
、
制

限
時
間
内
撃
破
率
及
び
総
機
動
時
間
を
競
っ
た
。

　

実
力
伯
仲
の
射
撃
の
結
果
、
第
２
中
隊
・
第
２
小
隊
が
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。

　

９
月
22
日
、
北
熊
本
駐
屯
地
、
北
熊
館
に
お
い
て
、
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
一
般
曹
候

補
生
課
程
（
後
期
）
の
修
了
式
が
行
わ
れ
た
。

　

教
育
は
、
７
月
１
日
（
金
）
か
ら
９
月
22
日
（
木
）
ま
で
の
間
、
新
隊
員
等
に
対
し
て
、

軽
火
器
、
迫
撃
砲
及
び
機
甲
に
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
識
能
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も
に
、
当

該
特
技
職
に
必
要
な
資
質
を
養
っ
た
。

　

こ
の
間
、
幾
多
の
訓
練
を
乗
り
越
え
、
心
身
と
も
に
逞
し
く
成
長
を
遂
げ
た
新
隊
員
は
、

自
ら
の
理
想
と
す
る
自
衛
官
を
目
指
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。

　

銃
剣
道
訓
練
隊
は
、
８
月
４
日
（
木
）、
日

本
武
道
館
で
実
施
さ
れ
た
、
第
53
回
全
日
本
銃

剣
道
青
年
大
会
に
参
加
し
、
第
３
位
の
成
果
を

収
め
た
。

　

持
続
走
訓
練
隊
は
、
８
月
７
日
（
日
）
静
岡

県
御
殿
場
市
周
辺
で
実
施
さ
れ
た
、
第
47
回
富

士
登
山
駅
伝
競
走
大
会
に
参
加
し
、
自
衛
隊
の

部
に
お
い
て
13
位
の
成
果
を
収
め
た
。

　

私
の
チ
ー
ム
は
３

回
戦
敗
退
と
い
う
結

果
で
悔
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
今
大
会

の
経
験
を
活
か
し
、

今
後
と
も
稽
古
に
励

み
、
更
に
活
躍
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

富
士
登
山
駅
伝
大

会
に
参
加
し
て
自
衛

隊
の
部
26
チ
ー
ム
中

13
位
で
し
た
。

　

来
年
は
、
６
位
入

賞
を
目
指
し
て
頑
張

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

連
隊
は
、
８
月
10
日
（
水
）

か
ら
12
日
（
金
）
ま
で
の

間
、
高
遊
原
分
屯
地
に
お
い

て
、
令
和
４
年
度
三
自
衛
隊

統
一
募
集
広
報
活
動
を
支
援

し
、
16
式
機
動
戦
闘
車
（
Ｍ

Ｃ
Ｖ
）
及
び
軽
装
甲
機
動
車

（
Ｌ
Ａ
Ｖ
）
の
装
備
品
展
示

を
実
施
、
西
部
方
面
管
内
の

学
生
等
に
対
し
、
自
衛
隊
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、

同
行
事
の
成
功
に
寄
与
し
た
。

射場進入射場進入修了式修了式

申告申告

体力検定体力検定

格闘検定格闘検定

躍進射撃躍進射撃

横行行進射撃横行行進射撃

優勝 第２中隊 第２小隊優勝 第２中隊 第２小隊

弾薬受領弾薬受領３５ｋｍ行進３５ｋｍ行進

戦闘訓練（軽火器）　戦闘訓練（軽火器）　

戦闘訓練（迫）戦闘訓練（迫）

戦闘訓練（ＭＣＶ）戦闘訓練（ＭＣＶ）

停止射撃停止射撃

銃
剣
道
訓
練
隊

持
続
走
訓
練
隊

機動戦闘車隊 射撃競技会３８名の自衛官新たな一歩へ　～未知なる道へ～

令和４年度三自衛隊統一募集広報

Happy WeddingHappy Wedding

橋倉夫妻橋倉夫妻
 紅羽さん 紅羽さん 緒杜さん緒杜さん 葵仁くん葵仁くん 凪々斗くん凪々斗くん 仙　議くん仙　議くん

稲村夫妻稲村夫妻

「今後の抱負」「今後の抱負」

２
中
隊 

３
曹

塚
元 

正
雄

３
中
隊 

３
曹

黒
木 

拓
実


